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月（旧暦） 日 祭　　　　　祀 配　　神 備　　考 祭祀の別
一月 上辛 祈穀干円丘（昊天上帝） 高祖 大祀
立春 祀青帝於東郊（太昊） 句芒氏
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吉亥 祀先農，耕籍（神農氏） 后稜氏 中祀
立春 祭東嶽東鎮 ナシ
立春 祭東海東漬 ナシ
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立春後丑日 祀風師於国城東北 ナシ 小祀
二月 春分 朝日於東郊（大明） ナシ 中祀
上戊 太社，太稜 后士氏，后稜氏
■ 享先代帝王 各帝王に依る。 有司摂事
上戊 釈奨干斉太公（呂尚） 張良 有司摂事
上丁 釈翼干孔宣父（孔子） 皇太子主宰
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一 興慶宮祭五龍壇 ナシ 小祀
一 祀馬祖 ナシ
三月 吉巳 祀先蚕，采桑 ナシ 皇后主宰 中祀




1　　一　　■　・　一　　’　一　　一　一　　一　一　’　一　　’　’　　一　一　　一一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　■　　■　　■　　■　　■　　■　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　■　　’　　一　　一　　一　　一　　一 ’　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　一　　一 ■　　■　■　一　一　1　■　　一　1　　■　■　　■　■　　■　1　　■　　■ ■　一　■　■　　一　　一　　一　一　一　■　　■　　■　■
立夏 祭南嶽南鎮 ナシ 中祀
立夏 祭南海南漬 ナシ
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立夏後申日 祀雨師於国城西甫 ナシ 小祀
五月 夏至 祭皇地砥於方丘 高祖 大祀
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一 祀先牧 ナシ 小祀
六月 ■ 祀黄帝於甫郊（軒韓） 后土氏 大祀
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季夏土王之日 祭中嶽 ナシ 中祀
七月 立秋 祀白帝於西郊（少昊） 藤収氏 大祀
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立秋 祭西嶽西鎮 ナシ 中祀
立秋 祭西海西漬 ナシ
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立秋後辰日 祀霊星於国城東南 ナシ 小祀
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■　　⊥ 祭馬社 小祀
九月 一 大享於明堂（昊天上帝） 容宗 大祀
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立冬 祭北嶽北鎮 ナシ 中祀
立冬 祭北海北漬 ナシ
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一 祭司寒 ナシ 小祀
立冬後亥日 祀司申，司命，司人，司禄 ナシ
於国城西北
十一月 冬至 祀円丘（昊天上帝） 高祖 大祀
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王朝 皇帝 実　施　年 皇　　　　后
曹魏 文帝 黄初七年（226） 郭氏
晋 武帝 太康九年（288） 楊氏（悼后）
劉宋 孝武帝 大明四年（460） 王氏
北魏 宣武帝 景明三年（503） 干氏
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（図9）『農書』（王禎）1530年版　巻22〔Kuhn．ユ984〕による
同様の図は，他に，同じ『農書』の1774年版の挿画（図10）と，王折の『三才図会』巻1（図11）
にも同様の図が見られる。これらは，蚕神とされた女神たちの図であり，西陵氏を中心として，
苑磁婦人，寓氏公主，大姑，三姑，馬頭娘，蚕母といった女神たちが並べられている。うち，西
陵氏は6世紀以降，国家儀礼における先蚕の神であり，苑駆婦人と寓氏公主とは，漢代の国家儀
礼に典拠を持つ神である。また，蚕母とは，国家儀礼に於て宮中の養蚕に従事する女官の称であ
り，国家儀礼としての先蚕儀礼のテキストから派生して蚕神とされたものではないか，と思われ
る。
　一方，大姑と三姑とは，Kuhn氏によれば，元代から清代にかけて一般に信仰されていた蚕神
である，と言う。（22）そして馬頭娘は，『准南子』などにも見える養蚕の起源に関する説語から来
た民間の蚕神であるのは明らかである。人間の女性と馬との結合によって琴が生ずる，という説
話は，日本のオシラ神信仰とも深い関わりを持っており，中国でも相当古くからあった信仰だろ
う。（1）節で引いた敦煙文章に見える「馬鳴菩薩」との関連も注目される。（23）
　こうして見ると，『農書』などの図は，国家儀礼における蚕神と，民問信仰における蚕神とが
統合されていることがわかる。そして，これらの神々の上座に位置しているのは，西陵氏であり，
先蚕（始蚕）の名と養蚕創設の功も彼女に帰せられている。つまり，この図は一連の養蚕に関す
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（第10）王禎『農書』1774年版巻20
　　　〔Kuhn．1984〕による
る女神たちを統合，国家儀礼の場での祭神である
西陵氏を最高神として新たに序列化した，その結
果である，とすることが出来るのではないか。
　とすると，これらの図は，国家祭祀の祭神と民
問信仰とが統合された，一つのケースと見ること
ができよう。
　これまで見てきたように，国家儀礼としての先
蚕儀礼は唐代以降衰退に向かい，それとほぼ前後
するように，民間の養蚕に関する儀礼の中に先蚕
祀が登場し，以後盛んに行われるようになってい
る。つまり，国家儀礼としての皇后の先蚕儀礼と，
民間における先蚕の祭祀とは，宋代を境に反比例
しているのである。以下は，現在の段階では仮定
に過ぎないが，民間における先蚕祀は，国家儀礼
のそれが民問のレベルに下降してきたことによっ
て発生したのではないだろうか。従来，民間の祭
祀の，国家儀礼への取り込みについてはしばしば
論じられて来たが，これはその逆の事例として注
目する必要があるかもしれない。
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（図11）王折『三才図会』巻1〔Kuhn．1984〕による
　以上，中国における先蚕儀礼につ
いて，国家儀礼と民間祭祀の両面か
らその概略を見て来た。ここでは，
国家儀礼としての先蚕儀礼の政治的
意義，実際の皇后権力のあり方との
関わりについては，詳しくは触れな
かったが，それには，儀礼の実施状
況のより詳しい分析も必要であり，
今後の課題としたい。
　日本に於ても，皇室親蚕という行
事が見られる。現在も皇后が自ら皇
居に於て養蚕を行っていることは既
に知られていることであるが，中国
一24一
の制度を模倣して成立したものであることは明らかである。儀礼の形態や沿革については，松本
洪氏や布目順郎氏の研究があるが，（24）その政治的ないし宗教的意義にまで掘り下げたものはな
い。この親蚕の儀礼に限らず，日本に於ても，中国に於ても，皇后が携わる儀礼全般についての
研究と，儀礼に於ける皇后の象徴的役割といったものにまで考察を深めていくことが必要なので
はないだろうか。
［注］
（1）「金子　1976」
（2）『大唐開元礼』巻48吉礼「皇后季春吉巳享先欝親桑」
（3）旧暦の三月は，華北地方に於て，養蚕の開始の季節であり，特に上巳の日には様々な祈蚕，占蚕の祭祀
　が行われている。国家儀礼に於ても，それに忠実に儀礼カレンダーを編んだのだろう。
（4）唐に於ては，先蚕儀礼の祭場は，長安大明宮の北の禁苑の中の蚕壇亭に常設されていたようである。宋
　敏求『長安志』巻6「欝壇亭，在苑東，皇后祀先欝之亭。」（蚕壇亭は，禁苑の東にあり，皇后がここで先
　蚕を祭る。）但し，『唐令拾遺』巻8祠令第26条には，「季春吉巳一享先欝於西郊。」（開元七年）（三月の吉
　日の巳の日に西郊で先蚕を祭る。）とある。しかし，『旧唐書』本紀では，顕慶元年の武后の親蚕について
　は「皇后祀先欝子北郊。」（同書巻4高宗紀　標点本p．75）（皇后は北郊で先蚕を祭った。）とあり，粛宗乾
　元二年の張皇后の親蚕については「皇后祀先欝於苑中。」（同巻10粛宗紀　標点本p．255）（皇后は苑中で先
　蚕を祭った。）とある。
（5）　［Kuhn　1984］p．218～220。
（6）［布目　1979］P．239～251。
（7）これは，文帝三年の親耕が買誼の農本主義の重要性を説いた上奏に応じる形で行われたものであること
　からも裏づけられる。（『漢書』巻24食貨志）
（8）　『漢書』巻19百官公卿表「少府，秦官，掌山海池澤之税，…囑官有…東織，西織…河平元年省東織，更
　名西織為織室。」（少府は秦官で，山海池沢の税を掌る。（中略）属官に（中略）東織，西織があり，（中略）
　河平元年に東織を廃止し，西織を織室に名称を変更した。）
（9）　［小島　1989］P．151。
㈹　『文献通考』巻87郊社12「親欝祭先麓」「宋眞宗景徳三年，詔，祀先欝依先農例，遣官掻事。資政殿大．
　學士王欽若言，古者王后親率嬢御，以祀先麓，是以開賓通膿郊外祀録並有親麓祝鮮。蓋由中宮末嘗親祭，
　所以有司閥而不嬰。又通穫義纂，后親享先麓，貴妃為亜献，昭儀為終献，若撮事，則尚宮為初献，尚儀為
　亜献，尚食為終献。又周膿大宗伯，后不祭，則撮而薦豆邊徹。蓋薦豆簸徹王后之事，而宗伯得撮之。唐曾
　要云，農桑衣食萬人，不宜燭閥先欝之祭。皇帝遣有司掻祭可也。臣以謂囑之命婦末若蹄於有司，望詔有司
　参定其儀。詔太常穫院，検討撮祭故事，以聞穫院言，按開實通穫，季春吉巳饗先欝於公桑有司鰯事，前享
　五日，諾預享官散齋三日，致齋二日。享日未明五刻，設先欝氏神座於壇上北方南向。尚宮為初献，尚儀為
　亜献，尚食為終献，女相引三献之穫，女祝讃文飲福酒，受昨如常儀。又按周穫大宗伯，凡大祭祀王后不與，
⊥25一
　則撮而薦豆盤徹。又云，王后不與，則賛宗伯注云，后有故不典祭，宗伯掻其事。又按唐曾要云，皇帝遣有
　司享先欝，如先農苛也。乃詔自今依先農例遣官撮事。」（宋真宗景徳三年，詔して「先農の例によって先蚕
　を祭り，官を遣わして祭祀を行わせる。」と言われた。資政殿大学士王欽若が申し上げた。「古えは王后が
　自ら嬢御を率いて先蚕を祭り，『開宝通礼』，『郊祀録』にはみな親蚕での祝辞がございます。しかし，皇
　后さまはいまだ親祭を行っていらっしゃらず，故に有司も欠員のまま任命されていません。また，『通礼
　義纂』には『后は自ら先蚕を祭り，貴妃が亜献を行い，昭儀が終献を行う。1もし摂事の場合は，尚宮が初
　献を行い，尚儀が亜献を行い，尚食が終献を行う。』とあります。また，『周礼』の「太宗伯」には，『后
　が祭祀を行わない場合には，代理で儀礼の用具を捧げて納める。儀礼の用具を捧げて納めるのは王后の仕
　事であるが，宗伯がこれを代理に使うことが出来る。』とあります。『唐会要』には『農業と，養蚕のため
　に桑を育てることは，すべての人の衣食を満たすものであり，先蚕の祭祀のみ欠けているのはよろしくな
　い。皇帝は有司を遣わして祭祀を行う。』とあり，有司が代理で行うことは可能です。わたくしは，（先蚕
　の摂事が）女官たちによって行われ，有司が行わないことについて，詔を下して有司がそのことを行うよ
　うにして頂きたく存じます。」そこで，太常礼院に詔して，祭祀の摂事の故事について検討させ，礼院が
　次のように申し上げたのを聞いた。「『開宝通礼』によると，『三月吉日巳の日に，公桑で先蚕を祭って食
　事を捧げることを有司が代理に行うことについて，祭祀の五日前から，祭りに参加する官は三日散斎し，
　二日致斎する。祭日の未明五刻に，先蚕氏の神座を壇上の北方に南向きに設置する。尚宮が初献を行い，
　尚儀が亜献を行い，尚食が終献を行い，女相が三献の礼をとりしきり，女祝が文を読んで福酒を飲み，昨
　を受け，常に定められたようにする。』とあります。また，『周礼』大宗伯によると，『大きな祭祀には王
　后が携わらない場合には儀礼の用具を捧げて進めることを代理で行う。』とあります。また，王后が携わ
　らない，というのは，賛宗伯の注によると，『后が祭祀に携わらない事情がある時は宗伯が代理で行う。』
　とあります。また，『唐会要』によると，『皇帝は有司を遣わして先蚕を先農のように行わせることが出来
　る。』とあり，（有司が代理で行うことは）可能です。」そこで，詔して「これキり先農の例によって官を
　遣わして摂事させるようにする。」と言われた。）
⑪　［ノ』・島　1989］p．151。
㈹　［松本　1936］P．286～300。
⑬　先蚕の祭場は，唐では先述したように，都の北の禁苑の中，それ以前では，魏では北郊，晋，南朝宋で
　は西郊，北魏では北郊，北斉では王宮の北西十八里，晴では王宮の北三里と，基本的に都の外に置かれて
　いた。が，宋代以降では，王宮（皇城）の中に設置されるようになっている。
ω　［中村　1988］p．18～31，p．70～75。
［ノ』・南　199ユ］p．133。
同p．134～136。
［Kuhn　ユ984］p．233～241。
同p，230～231。
［Bodde　1975］p．269。
［Kuhn　1984］p．222。
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㈱
㈱
㈱
㈱
同p．222～223。
同P．232。
［小南　i991］P．133～134。
［布目　1979］P．ユ56～163。
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畑中幸子／原山　煙編
『東北アジアの歴史と社会』
　清代に急速に進んだとされる満州族の漢族化
の問題に視点を据えながら，満州族と他の中国
東北部の諸民族間の相互交渉を言語，民俗，信
仰など多方面から学際的に共同研究した成果が
本書である。内容は梅樟忠夫「黎明期のツングー
ス研究およびモンゴル研究」，愛新覚羅連紘「粛
親王家雑記」，鄭光「朝鮮朝に於ける訳科清学
と満州語の試験答案紙について」，藤本幸夫「『北
征録』について」，加藤九酢「中央アジアの朝
鮮族における文化変容」，井上紘一「バラディ
ウスの南ウスリー踏査記」，佐々木史郎「レニ
ングラードの人類学民族学博物館所蔵の満州文
書」，畑中幸子「中国東北部における民族誌的
複合」，原山煙「モンゴル遊牧民世界に於ける
イヌ観念一『元朝秘史』の事例を中心に一」，
小長谷有紀「モンゴルの家畜屠殺をめぐる儀礼」
となっており，粛親王の孫の蓮紘論文は，清朝
の王室についての最後の語り部的報告となって
いて興味深い二満州族をは一じめダウール・オロ
チョン・エベンキなど中国東北諸民族の相互交
渉を通観した畑中論文は今後，この方面への恰
好の研究指針を示している。　　（佐野賢治）
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